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平成20年3月期  中間期及び通期 連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

   当第１四半期における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成19年５月15日付当社「平

成19年３月期決算短信」にて発表いたしました平成20年３月期の連結業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

1. 平成20年3月期連結業績予想の修正 

（1）中間連結業績予想の修正（平成19年４月１日～平成19年９月30日）             （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り   

当 期 純 利 益 

 前  回  予  想 （Ａ）  6,479 △250 △200 △220 △11円  85銭 

 今  回  修  正 （Ｂ）  6,479 △110 △ 50 △150 △ 8円  08銭 

 増  減  額  （Ｂ-Ａ）      0   140   150    70 ― 

 増 減 率 （ ％ ） 0.0    ―    ―    ― ― 

 

（2）通期連結業績予想の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日）            （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り   

当 期 純 利 益 

 前  回  予  想 （Ａ） 15,150   220   330   250  13円  46銭 

 今  回  修  正 （Ｂ） 15,150   360   480   280  15円  08銭 

 増  減  額  （Ｂ-Ａ）      0   140   150    30 ― 

 増 減 率 （ ％ ） 0.0   63.6   45.4  12.0 ― 

 

 

 



（3）修正の理由 

  当第１四半期は、売上高はほぼ予想値どおりでしたが、営業利益以下各段階利益は予想を上回る結果とな

りました。 

主な要因は、第一に利益率の高いプロパー商品の販売が好調に推移したことと売上原価のコスト削減によっ

て、粗利益率が予想より上回ることができました。 

 第二に販売費及び一般管理費についても、人員削減による人件費・諸経費の低減と物流センター経費の徹

底した圧縮により物流コストが大幅に軽減いたしました。 

 第２四半期以降につきましても、上記施策を継続することにより中間期及び通期の連結営業利益は140百

万円、連結経常利益は150百万円の増加する見通しであります。 

 

（4）ご参考：前期の連結実績（平成18年４月１日～平成19年３月31日）          （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り   

当 期 純 利 益 

中  間  期  6,431   △365 △332 2,234 120円  34銭 

通     期 15,002      30   101 2,435 131円  20銭 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係

る本資料発表日現在における仮定を前提としています。 

実際の業績は、今後、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

以  上 


